


図１　スマートマニュファクチャリングに関連する国際標準化活動



図２　ライフサイクル、階層および層の関係の例
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木 村 Co-Convener （ ISO, TC184-

JNC委員長, 東京大学名誉教授）および

Ingo Weber Co-Convener代行（IEC, 

TC65議長）から、開会の挨拶および会

議のゴールが示され会議が開始された。

最初に最も重要なのはスマートマニュフ

ァクチャリング参照モデルを構成する要

素（ライフサイクル、機能、階層など）

であるとの認識が確認され、それらを参

照モデルのスコープとして解説する 

TR(Technical Report ： 技 術 報 告 書 ) と 、 具 体 的 な モ デ ル の 要 件 や 仕 様 を 記 述 し た TS(Technical 

Specification : 技術仕様書)もしくはIS(International Standard：国際規格)の開発が決定された。 

 

 

日本での開催ということで、特別講演として

IVIの西岡教授（法政大学）よりIVRA-next 

(Industrial Value chain Reference 

Architecture)の発表があった。モデル論か

らデータ所有権に亘る活発な議論が展開され

た。 

 

 

 

 

JWG21としては初の日本開催であり多数の参加者が予想される会議であったため会場決めから会議運営に

至り難航したが、経済産業省のご支援と、エキスパート他ボランティアによる事前準備が功をなしたことで、

問題はすべて解決でき、審議に集中できる環境を提供することができた。 

 

WG初日に東京では数年

ぶりの豪雪に見舞われ、会

議終了予定を繰り上げるな

どの変更が生じたが、東京

タワーを前にする観光名所

としての地理的な背景もあ

り、参加された方々の記憶

に深く刻まれた会議となっ

たと思われる。 

 
5. JWG21の主な審議内容 

スマートマニュファクチャリング参照モデルを開発するにあたり、第２回会議にて合意された要件である

表1に示す７つの視点で取り組んでおり、各タスクフォースにて担当課題を検討している。 
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表１ タスクフォースの活動内容 
タスクフォース リーダ 活動内容 

TF1 スコープ 
(Scope) 

Prof. Fumihiko  
Kimura,  
Co-Convener, JP, ISO

スマートマニュファクチャリングのスコー
プをレビューする：提案された文書を審議
中。東京会議での意見を踏まえ改訂中。 

TF2 ライフサイクル 
(Lifecycle) 

Mr. Michael  
Hoffmeister,  
DE, IEC 

参照モデルのライフサイクルを提案する：
複数考えられる中から１つが最も重要なラ
イフサイクルとして提案された。 

TF3 階層 
(Hierarchy) 

Mr. Wei Wei,  
DE, IEC 

参照モデルの階層を提案する：装置と機能
の各々に適した２つの階層が提案された。

TF4 層とインテリジェント機能 
(Layer & Intelligent 
functions) 

Ms. Lu Ding,  
CN, IEC 

参照モデルの層とインテリジェント機能を
提案する：複数のモデルに共通となり得る
層が提案された。 

TF5 ビューとユースケース 
(Views & Use Cases) 

Mr. Youichi Nonaka, 
JP, IEC 

参照モデルのビューとユースケースを明確
にする：ビューとビューポイントの定義を
明確化した。層とビューの関係の整理が課
題。 

TF6 追加トピック 
(Additional Topic) 

Ms. Sha Wei,  
CN, IEC 

参照モデルに関する提案の活用を提案す
る：提案されたアクションのいくつかは他
TFに割り付けられた。他は継続審議中。 

TF7  用語と定義 
(Terms & Definition for 
scope definition) 

Mr. Richard Martin,  
US, IEC 

JWG21のスコープに必要な用語と定義を
纏める：スマートマニュファクチャリング
に関連する用語と定義を収集完。スコープ
に必要な用語と定義を選択中。 

 
日本の各エキスパートもいずれかのTFに参加して活動している。特にTF1（スコープ）は木村Co-

Convenerがリードして取りまとめている他、TF5（ビューとユースケース）は日本国内委員会の野中エキス

パートがリードしている。 

 
6. JWG21の成果と今後の予定 

第２回会議でスマートマニュファクチャリングの検討要件を抽出し、それらに対応する７タスクフォースの

体制とスケジュールを明確にした。第3回会議では各タスクフォースから中間報告がされ、次回に向けた課題

が明確化された。 

今後、2019年を目標に、Scopeを纏めたドキュメントの委員会原案CD(Committee Draft)または技術報告

書原案DTR (Draft Technical Report)をISO/IECに回付する予定であり、スマートマニュファクチャリング

参照モデルを技術仕様TS(Technical Specification)または国際規格IS (International Standard)として新業務

項目提案NWIP(New Work Item Proposal)をする予定である。 

これらの目標を達成するために下記の会議を実施する予定である。 

第4回会議 2018年5月 北京 タスクフォース結果の集結とTR構成レビュー 

第5回会議 2018年9月 開催場所未定 TRレビュー（第１回目）とTS/IS構成レビュー 

第6回会議 2018年11月 開催場所未定 TRレビュー（第２回目）とTS/ISレビュー（第１回目） 

第7回会議 2019年2月 開催場所未定 CDまたはDTRレビューとNWIPレビュー 

 
7. おわりに 

スマートマニュファクチャリングは、複数の企業やシステムから構成される共創型ビジネスモデルを基本と

していることから、モノと情報が「つながる」、「わかりあう」そして、モノと情報が流れる製造工程の「ライ

フサイクル管理」が重要となる。そのための標準化すべき技術が、まさに今、IEC/TC65を中心とした国際標

準化会議で議論されており、JWG21ではライフサイクルを含む主要要素の多次元モデルを検討している。 

TC65では、スマートマニュファクチャリングに関連する活動として、図１に示すようにJWG21以外に

TC65/ahG3(Smart Manufacturing Framework and System Architecture), SC65E/ahG1(Smart 
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